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第57回　指定都市学校保健協議会に参加して

5月14日川崎市において、第57回指定都市学校保

健協議会が川崎市学校保健会及び川崎市教育委員会

の主催で開催され、学校医会より私と奥村・平井両

副会長、林専務理事、竹内常任理事の5名と星谷耳

鼻科医会理事の合計6名が京都より参加いたしまし

た。私は全体協議及び記念講演と第4分科会「地域

保健」の概要につき報告をいたします。その他の分

科会の内容につきましては他の記事をお読みくださ

い。

指定都市学校保健協議会は昨年まで十四大都市学

校保健協議会、一昨年は十三大都市・・と呼ばれて

いた会です。一昨年にさいたま市、昨年には静岡市、

今回の全体協議会において堺市の加盟が承認され、

今回は前例にならいますと十五大都市学校保健協議

会と改名されるところが、今後も同様の事態が発生

することが想定されるため指定都市学校保健協議会

と改名されたものです。これにより今後は札幌、仙

台、さいたま、千葉、川崎、横浜、静岡、名古屋、

京都、大阪、堺、神戸、広島、北九州、福岡の各政

令指定都市が加盟都市となります。来年度の開催都

市は北九州市で5月13日と決定されました。その後

は広島、千葉、大阪と続き平成23年には京都市にお

いて開催される予定となっております。

記念講演は慶応義塾大学病院小児科外来医長　渡

辺久子氏による「こどものこころ～今の社会に生き

る悩み～」でした。内容に関しては予定時間を半時

間も超過するとぎれることの無い熱演でしたが、居

眠りをしていたのでもないのですが誠に申し訳無い

ことにお伝えするポイントとなるものは記憶に残っ

会　長　島　村　吉　朗

ておりません。しかしその後の記念事業の東京交響

楽団のメンバーによる弦楽四重奏は、会場のミュー

ザ川崎シンフォニーホールが音楽演奏を目的に設計

され、ステージを取り囲むように後方まで観客席が

配置された、すり鉢状のこぢんまりとした会場のた

め、すぐ近くで奏でられる美しい音色に魅了されま

した。

第4分科会の口頭提言では「保護者・学校医・教

職員を結ぶ学校保健委員会の開催」さいたま市　養

護教諭　辻野智香氏、「生命って・・・その命守り

たい！」横浜市　教諭　山口昭代氏、「子供を見っ

めて」大阪市　学校薬剤師　西川節子氏、「ピア・

カウンセリングによるピアサポートの取り組み」北

九州市　教諭　大石光宏氏、の4題が報告されまし

た。これらに付き少し補足いたしますと、ピア・カ

ウンセリングとはピア（peer）は仲間のことで同じ

立場や経験を共有するものの問で行う情報交換のこ

とのようです。今年度はこれまで心の問題が多く取

り上げられておりましたが、昨今の学校における不

幸な事件の多発のためか命や安全のテーマが他の会

場をでも多く協議されているように感じられました。

紙上提言では「生活習慣病予防対策に関する調査研

究」広島市　学校医　永田忠氏、「薬物から青少年

を守る地域のネットワーク」福岡市　学校薬剤師

坂田博子氏、「学校環境検査におけるダニ調査」川

崎市学校薬剤師会　鈴木耕三氏の3題がありました。

これらの資料は学校医会事務局にございますので

必要な先生方は遠慮なくご連絡下さい。



第57回　指定都市学校保健協議会

～第1分科会　健康教育～

専務理事　林　　　鐘　声

竹内理事と私は、この分科会に出席しました。“子どもの生きる力を育む健康教育の推進”を主題として口

頭提言4題、紙上提言3題が協議の対象となっていましたが、当日は下記の口頭提言のみとり上げられました

ので、それについて報告します。

（1） 養護教諭が行 うス トレスマネジメント教育
千葉市立草野小学校　養護教諭 榊 原 真由美

（2） 学校薬剤師が話す 「くす りのお話」
名古屋市立学校

学校薬剤師 山 口 一 丸

（3）
健やかな心 と体を創造する子どもの育成をめざして 福岡市立塩原小学校

一 問題解決能力を高める指導法の工夫 － 教　　 諭　 園　 田　 一　 浩

（4）
養護教諭の特性を活か して 川崎市立中学校教育研究会

～ 「総合的な学習の時間」にどう関わっていけるか ～ 養護部会　 森　 本　 明　 子

助言者は文科省の保健体育審議会答申に携ってき

た経歴をもっ野津有司（筑波大学大学院人間総合科

学研究科学校教育学専攻）氏でした。健康教育は第

一次予防であって、治療の領域に入ってはいけない

こと、熱心、さの余りにその範囲を逸脱し子ども、教

師、保護者に敵齢をきたすようでは本末転倒である

と指摘したのを始め、今回の提言内容について、そ

の留意すべき点を極めて明快に主張されたのが印象

に残りました。私の理解した内で列記しておきます。

小学生の保健指導にはストレスという表現はなく

“不安とJL、配”という言葉に言い換えられているそ

うです。ストレスというと克服すべきもの、回避す

べきものと位置付けられ易く（実際、この提言もそ

れを主題としたものでした）、ストレスが本来持っ

ている心の成長発達に不可欠という観点が見逃され

ることを嫌ったためと説明していました。私も、

“みんな悩んで大きくなった”という視点が欠けて

いると思いながら提言をきいていましたので、合点

がいったものでした。

（2）については、薬の教育はこれからの重要な課題

であること、薬物乱用の授業があって、その後に薬

の正しい知識についての授業が高1～2年に用意さ

れているのは、教育プログラムとしては順番が逆に

なっているとの指摘がありました。今後は単発的な

ものではなく、アルコールやタバコの問題も含めて

系統的な授業を組むことになってくることでしょう。

（3）指導法の工夫として、生徒たちに運動課題をそ

れぞれ決めさせ、運動する時間帯を継続的に作って

それに取り組ませたことや、生活習慣病の勉強をチー

ムでさせたことなど、健康教育を身近なものに自覚

させる方法として、極めて実践的であるとの指摘で

した。

（4）については、総合的な学習の時間は、各教科の

学習がしっかりと出来てこそ活用できるのであり、

総合的な学習の時間の取り組みが突出して、各教科

の授業が疎かとなっている学校のあることには苦言

を呈していました。この提言は健康教育はまさに様々

な教科の統合した内容をもっていることから総合的

な学習の時間にこそ活用できる授業であることを示

す興味ある発表でした。



健康教育に関連して、指定都市、地方中核都市、

小都市での性の逸脱行為、喫煙、飲酒、薬物乱用な

どのデークーが示され、地方中核都市の子ども達の

乱れが注目されるとの報告が併せてありました。都

市の大きさで切り取っても違いが見えてくるようで

すが、京都市内で限ってみても地区によっては随分

と事情の違いがある筈です。そのようなデークーを

校医にも示して頂けたら校医はより学校、生徒の問

題を身近に感じとることができる筈です。健康教育

というと校医は講演を依頼されることが多いと思い

ます。今回、校医の活動を主題とする発表はなかっ

たのですが、学校現場に年に1回でも入って、子ど

も達、教師と一緒になって話し合う機会をもっ取り

組みもあってよいかとも考えました。

第57回　指定都市学校保健協議会

～第2分科会　「保健管理」の会場は～

「健やかな成長を目指すための保健管理のあり方」

を主題として、口頭提言、紙上提言、それぞれ4題

ずっが、第2分科会で行なわれた。

“食生活における自己管理能力を育てる試み”

“歯並びと顎関節に関する無料相談会の開催”

“「笑顔いっぱい明親の子」生活の基礎基本を大

切にする子どもたち”

“マウスガードの着用と、歯、口腔の外傷防止及

びその他の効用についで’

“自分の健康を自分で管理できる子どもの育成”

“名古屋市における視覚管理と色覚相談”

“校内体制で考える保健管理一慢性疾患児童の支

援を通しで’

“健やかな成長を目指す保健管理のあり方”

の計8題である。

京都からは、小栗栖宮山小学校の養護教諭　金澤

眞弓先生が、紙上発表ですが、Ⅰ型糖尿病の児童の

福西小　奥　村　正　治

血糖コントロール、学校でも血糖値の測定を2回行

なう、学校行事（運動会、遠足）等にも参加の方向

でたずさわる等々の目標から、担任や、養護教諭の

みが、児童との関係を保っのではなく、一校の全職

員が、患児の病気の事を知り、特に低血糖に到った

場合の処置の対処法等が全職員にも知らされており、

入学後すぐの学校検尿で発見された児童の学校での

保健管理が発表された。紙上発表なので、質問等は

出来なかったが、今までの学校生活中に、低血糖状

態にどれくらいの頻度で起こり、処置されたか？、

とか、主治医と校医との連絡をどの様にされていた

か？、とか、質問をやりたい話題もありましたが、

口頭発表でなかった点が残念であった。

マウスガードの着用の話題もあったが、小学校の

児童にも必要であろうが、まず、中学、高校生のク

ラブ活動時の運動時の着用に着目したい。

第57回　指定都市学校保健協議会に参加して

5月13、14日、川崎市に於いて開催された学校保

健協議会に参加させて頂きましたので、3点のご報

告をさせて頂きます。

（1）5月13日、学校医懇談会が行われ、講演と懇談

会が行われました。講演は、神奈川県観光協会会

副会長　平　位　喜七郎

長斉藤文夫氏（元参議院議員）の「浮世絵につい

て」と題する文化講演で浮世絵は、風俗画という

イメージを打ち破って、（イ）江戸庶民文化の中

から生まれた芸術（ロ）世界で初めての木版多色

刷りの快挙であった（ハ）江戸時代の風俗、風景、




